
11
月
臨
時
会
で
は
、
市
職
員
や
議
員
の
期
末
手
当
削
減
な
ど
を
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

12
月
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
や
男
女
平
等
参
画
推
進
条

例
、
市
土
地
開
発
公
社
の
解
散
の
件
な
ど
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
ほ

か
、
本
会
議
及
び
委
員
会
で
は
、
市
の
財
政
健
全
化
な
ど
に
つ
い
て
論

議
が
あ
り
ま
し
た
。

「
釧
路
市
財
政
健
全
化
推
進
プ
ラ
ン（
素
案
）」

…
…

市
民
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
推
進…

…

市
の
経
常
的
な
収
支
不
足
の
解
消
や

市
土
地
開
発
公
社
及
び
株
式
会
社
釧
路

振
興
公
社
の
解
散
・
清
算
の
た
め
の
財

源
確
保
を
目
的
と
し
て
、
今
議
会
に
提

示
さ
れ
た
「
釧
路
市
財
政
健
全
化
推
進

プ
ラ
ン
（
素
案
）」
に
つ
い
て
、
本
会
議

及
び
委
員
会
で
論
議
が
あ
り
ま
し
た
。

本
会
議
で
は
、
プ
ラ
ン
の
策
定
が
必

要
と
な
っ
た
理
由
と
し
て
、
景
気
の
低

迷
や
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
な
ど
社
会
経

済
上
の
要
因
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
ま
で
の
行
政
運
営
に
よ
る
も
の
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
プ
ラ
ン
の

推
進
に
当
た
っ
て
市
民
の
理
解
と
協
力

を
得
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
方
策
を
考

え
て
い
る
か
と
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

市
長
及
び
理
事
者
は
、
こ
れ
ま
で
の

行
政
運
営
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
背
景

の
中
で
最
善
の
政
策
判
断
の
も
と
に
行

わ
れ
て
き
た
と
捉
え
て
い
る
。
ま
た
今

後
、
市
長
・
副
市
長
が
自
ら
地
域
に
出

向
き
、
市
の
財
政
負
担
が
増
大
し
た
経

緯
な
ど
も
含
め
て
説
明
し
、
市
民
の
理

解
を
い
た
だ
く
た
め
の
努
力
を
重
ね
て

い
く
と
答
え
ま
し
た
。

委
員
会
審
査
で
は
、
財
政
健
全
化
へ

の
取
り
組
み
で
、
両
公
社
の
解
散
・
清

算
に
係
る
分
と
慢
性
的
収
支
不
足
の
分

と
は
明
確
に
分
け
て
進
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
と
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

市
長
は
、
両
公
社
に
係
る
分
に
つ
い

て
は
内
部
管
理
経
費
の
縮
減
な
ど
で
対

応
し
、
ま
た
経
常
的
収
支
不
足
額
に
対

し
て
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
見
直
し

に
よ
り
対
応
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
協

力
を
お
願
い
し
た
い
と
答
え
ま
し
た
。
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財政経済常任委員会での審査の様子

議 会 日 程

11月臨時会
11/26
提案説明／委員会審査・
採決／委員長報告／
本会議採決

11/29
石炭対策特別委員会

11/30
議会運営委員会

12月定例会
（会期10日間）

12/6
市政報告／提案説明／
質疑・一般質問

12/7、8
質疑・一般質問

12/9、10、13
常任委員会審査

12/14
常任委員会採決

12/15
委員長報告／本会議採決「「丹丹頂頂」」派派

ははたたちち

谷谷
やや

遥遥
ははるるかか

ささんん（（商商業業高高校校１１年年））

〈会派略称説明〉 市民連：市民連合議員団 公 明：公明党議員団 清風会：清風会 自新ク：自由新政クラブ
阿音ク：阿寒音別クラブ 共産党：日本共産党議員団 市政ク：市政クラブ



〈
市
民
連

宮
田

団

議
員
〉

問

北※

海
道
障
が
い
者
条
例
の
周

知
、
啓
蒙
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
。

答

道
が
作
成
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
町
内
会
や
関
係
機
関
に
配
付

す
る
と
と
も
に
市
の
施
設
に
備
え

て
い
る
。
今
後
も
道
と
連
携
し
な

が
ら
周
知
に
努
め
て
い
き
た
い
。

〈
清
風
会

笠
井
龍
司

議
員
〉

問

地
方
卸
売
市
場
の
今
後
の
方

向
性
と
し
て
、
民
営
化
す
る
可
能

性
は
あ
る
の
か
。

答

民
営
化
を
視
野
に
入
れ
た
運

営
体
制
の
議
論
も
含
め
、
市
場
関

係
者
と
卸
売
市
場
の
将
来
の
あ
り

方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

〈
共
産
党

石
川
明
美

議
員
〉

問

事
業
仕
分
け
の
結
果
、フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
は
「
廃
止
」
と

あ
る
が
、
市
の
対
応
は
利
用
者
へ

の
配
慮
を
含
む
の
か
。

答

利
用
者
へ
の
対
応
を
含
め
、

同
セ
ン
タ
ー
の
事
業
見
直
し
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

〈
阿
音
ク

本
城

洋

議
員
〉

問

音
別
町
行
政
セ
ン
タ
ー
庁
舎

の
改
築
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ち
な

か
整
備
も
含
め
総
合
的
に
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答

同
庁
舎
は
、
ま
ち
づ
く
り
に

も
大
変
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お

り
、
総
合
的
な
視
点
で
慎
重
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

〈
市
政
ク

土
岐
政
人

議
員
〉

問

避
難
施
設
等
を
整
理
し
、
市

民
の
理
解
を
深
め
る
施
策
を
進
め

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周

知
に
努
め
て
い
る
が
、
今
後
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
て
避
難
施

設
の
種
類
や
役
割
を
説
明
し
、
理

解
を
得
て
い
き
た
い
。

〈
公

明

月
田
光
明

議
員
〉

問

教
育
振
興
基
金
を
活
用
し
、

基
礎
学
力
向
上
の
た
め
市
内
大
学

生
の
マ
ン
パ
ワ
ー
を
生
か
し
た
補

講
を
拡
充
で
き
な
い
か
。

答

ご
指
摘
の
学
力
向
上
策
を
含

め
、
同
基
金
の
有
効
な
使
途
方
法

に
つ
い
て
十
分
検
討
し
た
い
。

〈
自
新
ク

山
崎

晃

議
員
〉

問

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

事
業
の
支
給
対
象
と
な
る
資
格
の

拡
大
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答

理
・
美
容
師
、
栄
養
士
の
資

格
を
同
事
業
の
対
象
と
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
前
向
き
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

〈
無
所
属

草
島
守
之

議
員
〉

問

人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
に

関
し
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

答

国
の
動
き
や
他
都
市
の
先
進

事
例
な
ど
情
報
収
集
に
努
め
る
と

と
も
に
、
庁
内
の
研
究
会
に
お
い

て
調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

〈
阿
音
ク

曽
我
部
元
親

議
員
〉

問

フ
ッ
化
物
洗
口
は
、
道
に
お

い
て
も
普
及
啓
発
事
業
を
進
め
て

い
る
が
、
市
内
小
中
学
校
で
積
極

的
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

現
時
点
で
は
、
道
教
委
に
お

け
る
円
滑
な
実
施
と
成
果
の
検
証

を
見
極
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

〈
共
産
党

村
上
和
繁

議
員
〉

問

内
容
や
募
集
人
員
の
拡
大
を

含
め
、
介
護
雇
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

23
年
度
以
降
も
継
続
で
き
な
い
か
。

答

募
集
人
員
の
拡
大
や
取
得
資

格
に
介
護
福
祉
士
を
加
え
て
、
23

年
度
も
継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と

で
検
討
を
進
め
て
い
る
。

〈
市
民
連

渡
辺
慶
藏

議
員
〉

問

室
蘭
市
が
行
っ
た
Ｐ※

Ｆ
Ｉ
方

式
に
よ
る
道
合
同
庁
舎
の
改
築
を
、

市
で
も
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

今
後
の
施
設
整
備
に
お
い
て

参
考
に
な
る
事
例
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
が
、
釧
路
総
合
振
興
局

改
築
で
同
様
の
取
り
組
み
を
す
る

こ
と
は
困
難
と
考
え
て
い
る
。

〈
公

明

上
口
智
也

議
員
〉

問

23
年
度
予
算
に
よ
り
、
市
内

全
小
学
校
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答

現
在
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
13
校
に
設

置
さ
れ
て
お
り
、
未
設
置
の
14
校

に
つ
い
て
は
、
23
年
度
予
算
編
成

の
中
で
鋭
意
検
討
し
て
い
き
た
い
。

〈
清
風
会

黒
木

満

議
員
〉

問

河
畔
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
国

際
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
の
公
認
コ
ー

ス
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
簡
易
ト

イ
レ
を
水
洗
に
で
き
な
い
か
。

答

河
川
敷
地
内
で
は
、
従
前
同

様
、
永
久
構
造
物
的
な
水
洗
ト
イ

レ
の
設
置
は
難
し
い
た
め
、
既
設

ト
イ
レ
で
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

〈
自
新
ク

戸
田

悟

議
員
〉

問

23
年
度
の
大
規
模
な
津
波
防

災
総
合
訓
練
の
実
施
に
当
た
り
、

海
上
自
衛
隊
と
の
さ
ら
な
る
連
携

強
化
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

今
後
と
も
、
海
上
自
衛
隊
と

の
さ
ら
な
る
連
携
強
化
を
図
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
信
頼
関
係
を

構
築
す
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

〈
阿
音
ク

鶴
間
秀
典

議
員
〉

問

財
政
健
全
化
推
進
プ
ラ
ン
で

の
赤
字
が
予
測
以
上
に
膨
ら
ん
だ

場
合
の
対
処
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答

毎
年
度
の
予
算
編
成
で
赤
字

予
算
と
な
ら
な
い
よ
う
歳
入
・
歳

出
を
適
切
に
見
積
も
り
、
効
果
額

の
確
保
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

〈
共
産
党

梅
津
則
行

議
員
〉

問

回
数
券
と
定
期
券
の
選
択
制

な
ど
、
高
齢
者
バ
ス
等
利
用
助
成

事
業
の
具
体
的
な
見
直
し
に
つ
い

て
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

答

回
数
券
を
含
め
た
選
択
も
方

法
の
一
つ
と
し
て
、
バ
ス
事
業
者

と
協
議
し
な
が
ら
同
事
業
の
見
直

し
を
検
討
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

�
※ 北海道障がい者条例：「北海道障がい者及び障がい児の権利擁護並びに障がい者及び障がい児が暮らしやすい地域づくりの推進に関する条例」の略。
※ PFI（プライベート・ファイナンス・イニシアティブ）とは、公共施設等の建設、維持、運営等を民間の資金、経営及び技術的能力を活用して行う方式のことをいい、
導入により自治体の事業コストの削減、より質の高いサービスの提供を目指すものである。

本

会

議

12
月
６
〜
８
日

質
問
者

16
人

質
疑
・
一
般
質
問

音別町行政センター

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）



家
庭
学
習
の
指
導
強
化
に
向
け

「
家
庭
学
習
の
手
引
き
」
を
作
成

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に

お
け
る
結
果
が
全
国
平
均
を
下
回
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
家
庭
学
習
が

少
な
い
と
考
え
る
が
、
指
導
を
強

化
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

理
事
者
は
、
学
び
の
習
慣
を
定

着
さ
せ
る
た
め
、「
家
庭
学
習
の
手

引
き
」
を
作
成
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
各
小
学
校
か
ら
保
護
者
に
配

付
し
、
家
庭
学
習
の
定
着
を
図
っ

て
い
る
。
ま
た
、
23
年
度
に
は
、

中
学
生
に
向
け
た
家
庭
学
習
の
モ

デ
ル
を
示
す
と
と
も
に
、
学
力
の

向
上
に
基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立

が
起
因
す
る
こ
と
を
示
し
た
資
料

を
作
成
中
で
あ
り
、
新
入
学
を
迎

え
る
児
童
生
徒
や
保
護
者
に
対
し

生
活
習
慣
の
改
善
を
啓
発
し
た
い

と
答
え
ま
し
た
。

石
炭
産
業
に
関
す
る
理
解

国
に
対
し
て
働
き
か
け
る

石
炭
の
重
要
性
や
産
炭
国
石
炭

産
業
高
度
化
事
業
の
意
義
に
つ
い

て
、
市
民
以
外
の
多
く
の
方
に
理

解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
思
う
が
、
今
後
の
方
策
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
と
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

理
事
者
は
、
地
域
に
お
け
る
取

り
組
み
に
対
し
て
国
の
関
わ
り
を

求
め
て
い
く
と
と
も
に
、
国
レ
ベ

ル
に
お
け
る
各
種
セ
ミ
ナ
ー
等
に

参
加
す
る
中
で
、
国
に
対
し
て
も

働
き
か
け
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

答
え
ま
し
た
。

若
年
者
へ
の
鯨
肉
普
及
対
策

学

校

給

食

を

通

じ

Ｐ

Ｒ

10
月
の
く
じ
ら
週
間
に
合
わ
せ
、

鯨
肉
普
及
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ

れ
た
が
、
若
年
者
へ
の
さ
ら
な
る

普
及
の
面
か
ら
、
学
校
給
食
な
ど

で
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
と
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。理

事
者
は
、
22
年
度
は
２
回
実

施
予
定
の
う
ち
１
回
が
終
了
し
、

そ
の
際
、
普
及
啓
発
用
の
Ｃ
Ｄ
を

校
内
放
送
で
流
す
な
ど
の
工
夫
を

行
っ
た
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
を
活
用
し
て
、
若
年
者
に
鯨
文

化
の
ア
ピ
ー
ル
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
答
え
ま
し
た
。

自
立
支
援
事
業
の
取
り
組
み

扶
助
費
削
減
に
大
き
な
役
割

市
の
自
立
支
援
事
業
に
係
る
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
状
況
と
22
年

度
中
で
自
立
と
な
っ
た
人
数
な
ど

に
つ
い
て
聞
き
た
い
と
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

理
事
者
は
、当
市
に
お
い
て
は
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
標
準
よ
り
15

人
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
世

帯
状
況
を
見
な
が
ら
配
置
人
員
の

効
率
化
を
図
る
な
ど
の
工
夫
を
行
っ

て
い
る
。
22
年
度
に
お
け
る
就
労

支
援
員
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
連
携
に

よ
り
自
立
と
な
っ
た
人
数
は
計
６

人
で
あ
る
が
、
保
護
率
が
大
き
く

改
善
し
な
い
中
に
お
い
て
も
就
労

開
始
者
は
89
人
で
あ
り
、
就
労
率

は
道
内
平
均
よ
り
高
く
な
っ
て
お

り
、
同
事
業
が
扶
助
費
を
削
減
す

る
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
と
答
え
ま
し
た
。

男

女

平

等

参

画

相

談

員

設

置

す

る

方

向

で

検

討

釧
路
市
男
女
平
等
参
画
推
進
条

例
中
、
男
女
平
等
参
画
相
談
員
に

つ
い
て
は
「
設
置
す
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
設
置

す
る
こ
と
を
は
っ
き
り
示
し
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
拠
点
施
設
に
つ
い

て
も
、
経
費
の
か
か
ら
な
い
形
で

早
急
に
設
置
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
と
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

市
長
は
、
同
相
談
員
に
つ
い
て

は
相
談
や
苦
情
の
対
応
窓
口
と
し

て
設
置
す
る
方
向
で
考
え
て
お
り
、

そ
の
体
制
や
業
務
等
は
今
後
の
検

討
課
題
と
捉
え
て
い
る
。
ま
た
、

拠
点
施
設
に
つ
い
て
も
必
要
性
は

認
識
し
て
い
る
が
、
ま
ず
は
条
例

の
理
念
を
広
く
市
民
に
浸
透
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
今
後
、

関
係
団
体
等
と
の
協
議
の
中
で
方

向
性
を
見
出
し
て
い
き
た
い
と
答

え
ま
し
た
。

議
会
改
革
等
検
討
協
議
会
最
終
答
申

市
議
会
で
は
、
20
年
10
月
に
第

２
次
検
討
協
議
会
を
設
置
し
、
議

会
改
革
や
「
議
会
基
本
条
例
」
等

に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、

12
月
15
日
、
議
長
に
最
終
答
申
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。答
申
内
容
は
、

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

�

委
員
会
審
査

11
月
29
日
、
12
月
９
・
10
・
13
・
14
日

４
常
任
委
・
１
特
別
委

各小学校から配付した「家庭学習の手引き」

多くの市民が来場したキャンペーン会場

【
構
成
メ
ン
バ
ー
】

座
長

上
口
智
也〈
公

明
〉

渡
辺
慶
藏〈
市
民
連
〉

続
木
敏
博〈
清
風
会
〉

村
上
和
繁〈
共
産
党
〉

山
崎

晃〈
自
新
ク
〉

松
永
征
明〈
阿
音
ク
〉

土
岐
政
人〈
市
政
ク
〉

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

二
瓶
雄
吉〈
議

長
〉

藤
原

厚〈
副
議
長
〉

佐
藤
勝
秋〈
議
会
運
営
委
員
長
〉

3
4
5
6
7
8
9

:
;
<
=
>
?
7
8
9

@
A
B
C
5
6
7
8
9

Q
R
S
T
5
6
7
8
9

U
V
W
X
5
6
7
8
9



女
性
議
員
協
議
会
総
会
開
催

全
道
各
地
よ
り
45
名
の
道
・
市

町
村
議
会
女
性
議
員
が
参
加
し
、

10
月
14
・
15
日
の
日
程
で
第
58
回

総
会
と
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。総

会
で
は
「
身
障
者
用
ト
イ
レ

に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
シ
ー
ト
（
ベ
ッ

ド
）の
設
置
を
求
め
る
要
望
書
」、

「
妊
婦
検
診
、
出
産
医
療
等
の
保

障
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
求
め
る
要

望
書
」
な
ど
４
件
の
議
案
が
議
論

さ
れ
、
12
月
に
道
へ
要
望
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

「
森や

林ま

を
見
る
会
」
に
参
加

釧
路
地
方
森
林
・
林
業
・
林
産

業
活
性
化
推
進
議
員
連
盟
協
議
会

主
催
の
第
10
回「
森
林
を
見
る
会
」

が
10
月
13
日
浜
中
町
で
開
催
さ
れ
、

当
市
か
ら
５
名
の
議
員
が
参
加
し
、

木
材
加
工
場
や
植
樹
活
動
実
施
地

を
視
察
し
ま
し
た
。

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

市
政
に
つ
い
て
知
る
よ
い
機
会

で
す
。
市
議
会
が
ど
の
よ
う
に
会

議
を
行
っ
て
い
る
か
、
傍
聴
し
て

み
ま
せ
ん
か
。個
人
・
団
体
・
サ
ー

ク
ル
な
ど
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

次
の
２
月
定
例
会
は
、
２
月
25

日
�
午
前
10
時
か
ら
開
会
の
予
定

で
す
。

�

平成22年第6回11月臨時会審議結果 ○賛成 ×反対

件 名

市 長 提 出 議 案

条 例

審

議

結

果

可 決

市
民
連
合
議
員
団
�

公
明
党
議
員
団
�

清

風

会
�

自
由
新
政
ク
ラ
ブ
�

阿
寒
音
別
ク
ラ
ブ
�

日
本
共
産
党
議
員
団

�

市

政

ク

ラ

ブ
�

藤
原

厚
議
員

草
島

守
之
議
員

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○一部改正 職員の給与に関する条例等

会派名［（ ）内は議員数］
ま た は
無 所 属 議 員 名

議 員 提 出 議 案

意見書
北海道開発の枠組み堅持と国土交通省北海道局の存続に関する意見書／
メドベージェフ・ロシア大統領の北方領土訪問に抗議を求める意見書／
ＴＰＰ交渉への参加を行わないよう求める意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

平成22年第7回12月定例会審議結果 ○賛成 ×反対 △継続審査

件 名

市 長 提 出 議 案

予 算

議 員 提 出 議 案

意見書

審

議

結

果

可 決

可 決

市
民
連
合
議
員
団
�

公
明
党
議
員
団
�

清

風

会
�

自
由
新
政
ク
ラ
ブ
�

阿
寒
音
別
ク
ラ
ブ
�

日
本
共
産
党
議
員
団

�

市

政

ク

ラ

ブ
�

藤
原

厚
議
員

草
島

守
之
議
員

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22年度補正 介護保険特別会計（21,620千円、総額11,399,783千円）／
動物園事業特別会計（498千円、総額385,239千円）／病院事業会計／下水道事業会計／
一般会計（86,446千円、総額104,551,263千円）（追加提出分）

鉄道分野・公共交通への予算配分と政策推進を求める意見書／
地方分権に対応する地方議会の確立を求める意見書／
子ども手当財源の地方負担に反対する意見書／免税軽油制度の存続を求める意見書

会派名［（ ）内は議員数］
ま た は
無 所 属 議 員 名

請 願 ・ 陳 情

陳 情

住民の安心・安全を支える行政サービスの拡充を求める意見書の件 × × × × × ○ ○ ○ × 不採択

一般会計（1,725,548千円、総額104,464,817千円） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可 決

条 例

制定 男女平等参画推進条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

一部改正 基金条例／手数料条例／阿寒町コミュニティ施設条例／
市民活動センター条例／消防手数料条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

保育に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可 決

市 道
認定 ２路線（緑ケ岡若草通４／みはら南５線３）
廃止 ３路線（緑ケ岡若草通４／みはら南５線３／みはら南５線４）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

契 約 製造請負 行政情報システム（住民記録、税・収納、共通基盤）の製造（525,000千円） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

人 事
推薦 人権擁護委員候補者の推薦について意見を求める件

（伊藤明日佳氏、三本昭氏、長内栄子氏、高橋加奈子氏）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同 意

その他 土地開発公社の解散の件／第三セクター等改革推進債の起債に係る許可の申請に関する件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

切れ目ない中小企業支援及び金融支援策を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可 決

郵政民営化の抜本的見直しに関する意見書 ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ × 可 決

景気対応緊急保証制度の継続を求める意見書 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

大幅増員と夜勤改善で安全安心の医療・介護を求める意見書 ○ △ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可 決

住民の安全・安心な暮らしを支える交通運輸行政の充実を求める意見書の件 ○ × × × × ○ ○ ○ × 不採択

大幅増員と夜勤改善で安全安心の医療・介護を求める意見書の件 ○ △ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 採 択

地域医療と国立病院の充実を求める意見書の件 × × ○ × × ○ × × × 不採択

今後の保育制度に関する意見書の件 ○ △ ○ △ △ ○ △ － － 継 続
審 査

景気対応緊急保証制度の継続を求める意見書の件 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 採 択

高齢者バス等利用助成事業の改善を求める件 ○ △ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ 採 択

※現在、無所属議員は３名ですが、二瓶議長は採決に加わっていないため、２名の氏名のみ記載しています。
陳情のうち、所管の委員会で継続審査となった件については、無所属議員の審議結果欄を「－」としています。


